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ポスターセッション

《目的》福島県石川町にある母畑湖(千五沢ダム)は、昭和48年に湛水が開始された農業用

水および飲料水の確保を目的としたダムである。 1994年に母畑湖を源水とした水道水中の

総トリハロメタン濃度が基準値を超えたことから、母畑湖の水質が水道水の水質を左右す

ると考え、ダム貯水池内２地点、流入河川１地点を選定し、水質調査を実施した。

《方法》1995年４月から1996年５月までの間、北須川、母畑湖の千五沢橋および平田大橋

の３地点で12回試料を採取した。 理化学的検査項目はCOD、アンモニウムイオン(NH4") 、

リン酸イオン(PO √")、硝酸イオン(N03-) 、PH、電導度、濁度、水温、溶存酸素(DO)など

をパックテストおよび水質チェッカーU-10 を用いて現地で測定した。 BOD 5は試料を特ち

帰り、即日BOD TESTER水マノメーター方式により測定した。細菌学的検査項目は、E. coli、

大腸菌群数および生菌数で、それぞれEC培地、デスオキシコレート寒天培地および標準寒

天培地を用いて測定した。

《結果》 母畑湖の平田大橋及び千五沢橋のCOD値は、生活環境に係る環境基準値を上回る

場合が多かった。北須川のpH値は環境基準値(6.0～8.5)の範囲内であったが、母畑湖にお

いてpH9 以上の強い塩基性を示す場合もあった。BOD は環境基準値の範囲内で、平田大橋

および千五沢橋でB類型、北須川はA類型であった。NO √はすべての測定地点で環境基準値

の範囲内であったが、wu" は0.33~0. 41ppm、P0 √-は北須川と千五沢橋で0. 22ppinを超える

場合もあった。
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S 的　 食品衛生上の大腸菌群はE.coli,  C.freundii,  K.  aerogenes  ts.どの９ 菌型に分類

される。これら のう ち、E. col i型は更に、E. coli I.  11, III の3  i! に分けられる。 本菌

型の区別は　１　型菌は44.5 ° C で発育するが、II ，III  型菌は同 温度では発育しないこと

などから 行われる。 本研究は河川などの環境由来の大腸菌群のうち、特に、EC テスト 陽性

のE. col i l型菌の生態を明らかにすることを目的として、44.5 °     Cと35.0 °C 以下の培養

における菌 体脂肪m 組成を分析した。

方法　 実験に用いた大腸菌群のE.coli l　 型菌は河川より 分離した16 株で、IMVIC 反応

十十一一、チト クロ ームオキシダ ーゼ反応陰性、HzS 生成陰性などの性状を持つものである。

培養温度(J 44. 5° C と35.0 ° C とし、一部菌株については10 ° C，20 ° C.   25 ° C,   30 °

Ｃで 培養を行った。培養はブイヨン300iil で24 時間培養後、遠心分離（OOOrpm,    30分）

、リン酸緩衝液で洗浄後、クロロホルム・メタノール混液で菌 体脂質の抽出を行った。

肪酸組成の 分析はガスクロマトグラフィ ーで行った。
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結果　44.  5 ° C,   35. 0   °C い ずれ の 培 養温 度に おい て共 通し て 検出さ れ たも の は ，Cl4   !

Cl 5 ：0,　C 1 6 ;0 .　C 1 6 : 1 ，　Cl 7 : 0,　Cia:o ，Cia ：i.　Cia：２の８ 種類 であっ た。16 菌 株の平 均

で は33.5 ° C 培 養 で はC  1 6 ;0 ，　C 1 a : 1が ， そ れぞ れ，33.9XC お よ び33.0 ×iと 多 ＜， 次い で，

C ，16，lが 多 かっ た。44.5 ° C 培 養 に なる と，C  1 6 : 0 ，が 更に 増加 し50.8? と な っ た 。 一方，

C 18 ! 1 は21.  73! と 滅 少し た。　44.  5 ° Ｃ の 高温 培 養に なる と，Cl  6 : 0.　Cl6:1 ，　Cls  :1，　な

ど の割 合 を 変 動し 適 応し てい るも の と 考えら れ た。
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